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１号機

4号機

要救助者周辺のガレキ除去

要救助者の救助・搬送

高所カメラ・スピーカー
による避難誘導

２号機

家ガレキの壁取り外し

要救助者の救助・搬送

災害種別回転切り替え標識
での避難誘導

3号機

要救助者周辺のガレキ除去

キャタピラにより足場の悪い場所
での作業効率向上

要救助者の救助・搬送

多関節アームによる状態確認

救援所を展開し
被災者をサポート



＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください）
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第 1 号機 IBIS（アイビス） ロボットの構成：移動 1 台，基地 台，受動 台

ロボットの重要な機能 （箇条書きで２つ，具体的に示してください）
・パンタグラフによる周りを見渡すことのできる高所カメラ。
・要救助者の救助、搬送を行うための上下と前後が可能なベルトコンベア。

機体の役割

要救助者周辺のガレキを除去し、要救助者の救助、搬送を行います。
LEDライトで現場を照らし、高所カメラによる現場の状況確認や他号機へのカメラ支援を行います。

救急セットや消化器、食料などを備え付けておりけがや救援物資の不足などを減します。

機体の特徴

高所
カメラ ・ スピーカー
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LEDライト

現場の情報より多くを集めるための高所カメラ ・ スピーカー

パンタグラフ機構を使った高所カメラは高いところから現場を見渡したり、

道路の状態や被災者の確認をすることができます。それに加えスピーカーを
置くことで高所カメラにより見つけた被災者に避難指示を出すことができます。

要救助者を安全に救助するためのベルトコンベア

昨年と同様にベルトコンベアのベルトを左右に分けることで要救助者の体の
向きを変えられるようにしました。

けがや救援物資の不足を減らすための備品

ロボットに救急セットや食料、消化器などを備え付けておくことでけがの応急
処置が行えたり、ロボットが通れても火事で人が通れない場所などを鎮火す
ることができます。それに加え食料などを置いておくことで地震発生翌日の
捜索活動時に備品などを配ったり捜索隊員が使ったりすることができます。
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第 2 号機 sana merry（サナ・メリー） ロボットの構成：移動 1 台，基地 台，受動 台

ロボットの重要な機能 （箇条書きで２つ，具体的に示してください）
・家ガレキの壁を取り外すためのアーム。
・要救助者の救助、搬送を行うための上下と前後が可能なベルトコンベア。

＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください）＊ロボットの概要（図などを使ってわかりやすく書いてください）

機体の役割

家ガレキの壁を取り外し、閉じ込められた要救助者の救助、搬送を行います。

LEDライトで現場を照らしながら回転式切り替え標識による被災者への避難誘導を行います。
救急セットや消化器、食料などを備え付けておりけがや救援物資の不足などを減します。

機体の特徴
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要救助者を安全に救助するためのベルトコンベア

昨年と同様にベルトコンベアのベルトを左右に分けることで要救助者の
体の向きを変えられるようにしました。

回転切り替え表示

4種類の災害種別避難誘導標識を状況に応じて
表示することで被災者に今の状況や、これから
何が起こるかを明確に伝えます。

壁取り外しアーム

家の壁の間にアームを引っかけ、

てこの原理で家の壁をはがすことが
できます。
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第 3 号機 Az-Raft（エイゼット・ラフト） ロボットの構成：移動 1 台，基地 台，受動 台

ロボットの重要な機能 （箇条書きで２つ，具体的に示してください）
・家ガレキの壁や要救助者周辺のガレキを取り除くための多関節アーム。
・要救助者の救助、搬送を行うための上下と前後が可能なベルトコンベア。

機体の役割

要救助者周辺のガレキを除去し、要救助者の救助、搬送を行います。

LEDライトで現場を照らし、キャタピラにすることで足場の不安定な場所での救助活動をスムーズに行います。
救急セットや消化器、食料などを備え付けておりけがや救援物資の不足などを減らします。

機体の特徴
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要救助者を安全に救助するためのベルトコンベア

昨年と同様にベルトコンベアのベルトを左右に分けることで要救助者の
体の向きを変えられるようにしました。

キャタピラ

足場の不安定な場所のためのキャタピラ
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３台の救助・ガレキ除去機の足回りがタイヤだと道路の状態や道の整備が
されていなかった場合３台とも動けなくなる可能性があります。
そこで３台のうち３号機（Az-Raft）の足回りをキャタピラにすることでタイヤで
通れない道も通ることができます。

ガレキの除去が行いやすい多関節アーム

人間でたとえると肘と手首の関節に加えアームの根元を中心に横移動する
機能があり、様々な高さや向き、角度のガレキをつかむことができます。

ガレキをつかんだ後も横移動利用して号機を動かさずに別の場所に置くこと
ができます。
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第 4 号機 Up(アップ) ロボットの構成：移動 1 台，基地 台，受動 台

ロボットの重要な機能 （箇条書きで２つ，具体的に示してください）
・QRコードを読み取りやすくしたカメラ用多関節アーム。
・高いところに設置した移動式救援所。

機体の役割

救援所を展開することで被災者の応急手当や休養を可能とし、津波から逃げ遅れた被災者を救援所内に乗せたま
ま持ち上げて津波での浸水の危険性を減らします。
多関節カメラアームで要救助者の状態をより正確に確認することができるとともに他号機へのカメラ支援もできます。

機体の特徴
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自由度の高い多関節カメラアーム

４つの関節があり号機前方の１８０度すべてにアームが届くので他号機がガレキ除去を行った直
後に識別をしたり、より近い映像で他号機へのカメラ支援を行うことができます。

高い位置に持ち上げられる救援所

これまでとは違い救援所を降ろすという構造により津波などから逃げ遅れた被災者などを救援所
内に乗せ、持ち上げて少しでも浸水の危険性を減らすことができます。
救援所内にはベット・救急セットなどの備品があり応急手当を行ったり、休養をとることができま
す。
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４号機は救援所を展開しけがの応急処置や休養をとることができ津波
が来た時には旧援助を持ち上げて浸水の危険性を減らすことができま
す。そして救援所内に食料なども積んでいるので救援物資の不足を減
らすこともできます。

災害時

平常時

マラソンなどの休憩所として救援所を提供することができます。

4号機
救援所展開時 救援所内


